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 十二山神社大山祗命石碑 

 西原新町の十二山神社は、沼 

田地区で創立がもっとも古いと 

いわれている原田の神明宮（創 

立 永正１６年１５１９）より 

も２００年近くも古い、正慶２ 

年（１３３３）といわれていま 

すが、その根拠は不明です。 

 十二山神社の名称は、正規な 

名称ではなく、内務省に提出し 

た名称は、「大山祗神社」（おお 

やまづみ神社）で、境内には、大正１０年（１９２１）に建立

された大山祗命石碑があります。 

        土岐家城内通行手形 

                 寛保２年（１７４２）土

岐頼稔が、京都所司代から

沼田城主となり、１２代頼

知（よりおき）まで沼田を

治めました。 

                 土岐家城内通行手形は、

旧土岐家住宅洋館に展示

されています。 

 

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
政
権
は
、
全
国
で
停
止
し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
を
再
稼
働
さ
せ
る
突
破
口
と
し

て
、
九
州
電
力
川
内
原
発
（
鹿
児
島
県
）
を
再
稼
働
さ
せ
る
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
が
、「
再
稼
働
許
す

な
」
の
声
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

九
州
電
力
は
、
川
内
原
発
を
お
そ
う
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
従
来
の
想
定
の
１１
倍
に
増
大
す
る
こ

と
を
認
め
な
が
ら
、
ま
と
も
な
耐
震
工
事
を
せ
ず
、
大
事
故
が
起
き
た
場
合
の
避
難
計
画
は
ず
さ
ん
な
も

の
で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
な
ど
の
要
援
護
者
は
計
画
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
内
閣
は
、
閣
議
決
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
原
発
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」

と
位
置
づ
け
、
原
発
の
永
久
化
を
宣
言
し
、
再
稼
働
へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
が
、
国
民
の
多
数
は
再
稼 

 
 

 
 

 

働
に
反
対
し
、
鹿
児
島
県
内
で
も
川
内
原
発
の
再
稼
働
反
対
が
５９
・
５
％
に
の
ぼ
り
、 

川
内
原
発
か
ら
３０
㌔
圏
内
の
五
つ
の
市
議
会
が
、
拙
速
な
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見 

書
や
決
議
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 今年で３９回目となる「上原町ソフトボール大会」が

５月２５日、沼田東小学校校

庭でおこなわれました。 

              試合は、各地区対抗で、ホ

ームランやファインプレイ

には拍手が送られ、珍プレイ

では笑いに包まれました。 

 沼田中学校の新校舎（木造平屋建て）が完成し５月２

７日、保護者や地域の人も参加し、新校舎完成記念式典

と校舎見学がおこなわれました。 

 記念式典では、記念式 

典実行委員長のあいさつ、 

横山市長などから祝辞が 

あり、第二部では、吹奏 

楽部の演奏、３年生の合 

唱、卒業生のピアノ演奏 

がおこなわれました。 

 ６月定例市議会は１０日開会予定で準備がすすめられ、３日に議案書の

配布、議会日程を決める議会運営委員会は５日に開かれる予定です。 

 ６月定例市議会の初日（１０日）には、議案の提案ととも 

に４月の市長選挙で当選した横山市長の所信表明演説がおこ 

なわれ、市政運営についての考えをのべます。  

 １０日の本会議、１２日からはじまる一般質問は、それぞ 

れ１０時からはじまり、傍聴することができます。（傍聴され 

る方は、市役所３階の議会事務局で受付をしてください） 

  

 安倍首相は、歴代内閣が「集団的自衛権の行使はゆるされない」として

きた、集団的自衛権の行使を憲法の解釈を変え、行使できるようにしよう

と動きを強めています。。 

 こうした動きに対し、加藤紘一元自民党幹事長や大橋巨泉元民主党参議

院議員などが赤旗日曜版に登場し、集団的自衛権の行使反対を訴えるな

ど、党派を超えた反対の声が広がっています。 

 集団的自衛権を行使できるようになれば、日本が海外で戦争する国にな

ってしまい、認めることはできません。 

 


